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ジオパーク通信18

さわやかだより
トレーニング室を利用してみませんか？

14

あぶた福祉会17

男 ………………………… 3,775人
女 ………………………… 4,368人
計 ………………………… 8,143人
世帯 …………………… 4,724世帯

（－ 17）
（－ 18）
（－ 35）
（－ 19）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜ 12 月 31 日現在＞

とうやこ
Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

山下　和心ちゃん                  
　　     （わこ）

和哉さん・萌子さん
11 月 29 日生　入１区

お知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

10

３ pickup news

ワンポイント手話
令和４年度洞爺湖町二十歳のつどい

７ 令和４年度多面的機能支払交付金
事業の活動事例紹介
まちのわだい８

４ 令和４年度全国学力・学習状況
調査の結果概要

　洞爺湖町二十歳のつどいが
1 月８日（日）、洞爺湖町役場
防災研修ホールで開催され、
59 人が出席しました。

－関連記事ｐ３－

20 Time Travel Toyako

東奔西走／今月のワンショット

洞爺湖町月浦運動公園
ポロモイスタジアムがオープン

おめでとう100 歳歳

  齋藤としのさん（虻５区）が１月30日に100歳の誕生
日を迎えることを記念し、下道町長が23日、自宅を訪
問してお祝い金と花束を贈呈、長寿を祝福しました。

齋藤としのさん

洞爺湖町出産・子育てサポート給付金のお知らせ

妊婦や子育て家庭が安心して出産・子育てができ
るよう令和４年４月以降に妊娠の届出をした人や出産
した人を対象に、出産・サポート給付金 (妊娠分５万
円、出産分５万円 )の支給を開始します。
　対象者には個別に案内を送ります。
■問合せ 健康福祉センター (☎ 76-4006)
　　　　　受付時間　８時45分～17時 30分
　　　　　　　　　　※土・日・祝日を除く
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
　第 50 回目は観光振興課伊藤怜子です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グル
ープ（☎ 74-3001）

集い・集まり

両手の指を広げて指を少し曲げて立て、両手を左右から体の真
ん中に近づけます。

手話
ワンポイントワンポイント

　
　
月
８
日
、
洞
爺
湖
町
二
十
歳

　
　
の
つ
ど
い
が
役
場
防
災
研
修

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
２
０
２
２
年

度
、
二
十
歳
を
迎
え
た
86
人
の
う

ち
59
人
が
出
席
し
、
大
人
へ
の
第

１
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
出
席

者
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
友

人
や
恩
師
た
ち
と
笑
顔
で
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
下
道
町
長
が
「
将

来
の
自
分
自
身
の
理
想
を
描
き
、

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
積
極
的

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
、
次

に
大
西
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

中
学
校
時
代
の
恩
師
に
よ
る

「
お
祝
い
の
こ
と
ば
」
の
後
、
代

表
の
中
村
好
花
さ
ん
が
「
一
人
ひ

と
り
何
が
で
き
る
の
か
見
つ
め
直

し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
参

画
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
二
十

歳
の
誓
い
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
閉
式
後
に
は
、
虻
田
・
洞
爺
湖

温
泉
地
区
、
洞
爺
地
区
に
分
か
れ

て
記
念
写
真
を
撮
影
。
商
品
券
や

町
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
当
選
番
号
が
読
み
上
げ

ら
れ
る
た
び
に
歓
声
が
沸
い
て
い

ま
し
た
。

１

令和４年度令和４年度
洞爺湖町二十歳のつどい洞爺湖町二十歳のつどい

虻田・洞爺湖温泉地区の出席者虻田・洞爺湖温泉地区の出席者 洞爺地区の出席者洞爺地区の出席者

恩師を囲んで記念撮影恩師を囲んで記念撮影 二十歳の誓いを述べる中村さん二十歳の誓いを述べる中村さん抽選会で景品をゲット抽選会で景品をゲット

集い・集まり集い・集まり



小 学 校 年　度 国　語 算　数 理　科

全　国
（公　立）

令和４年度 65.6 63.2 63.3

令和３年度 64.7 70.2 60.3

北 海 道
（公　立）

令和４年度 64 61 63

令和３年度 63 67 59

洞爺湖町
令和４年度 55 53 57

令和３年度 58 66 56

広報とうやこ　2023 年２月 ４

■表の見方　平均正答率は各平均正答数を設問数で割った値の百分率
　　　　　　※印は平成30年度のデータ

■問合せ■問合せ　教育委員会管理課学校教育グループ（☎ 74-3009）教育委員会管理課学校教育グループ（☎ 74-3009）

中 学 校 年　度 国　語 数　学 理　科

全　国
（公　立）

令和４年度 69.3 51.4 49.3

令和３年度 64.6 57.2 66.1

北 海 道
（公　立）

令和４年度 69 49 49

令和３年度 65 56 67

洞爺湖町
令和４年度 59 33 41

令和３年度 62 46 55

各教科の平均正答率

令

①授業改善の視点や家
庭学習の充実などに向
けた取り組みを示した
学力向上指標「スタン
ダード５」による町内共
通の取り組みの徹底

③小中連携による連続
した指導体制の確立

洞爺湖町の学力向上策洞爺湖町の学力向上策

全国学力・学習状況調査の結果概要
令和４年度

～洞爺湖町の子どもたちの学力向上を目指して～

　　和４年度全国学力・学習状況調査の結果を
　　お知らせします。調査は、全国の小学６年
生と中学３年生を対象に行われました。洞爺湖
町でも小学校３校（50名）、中学校２校（44名）
の全５校が参加し、国語、算数・数学、理科の
学力調査と生活・学習習慣に関する児童・生徒
質問紙調査、学習指導に関する学校質問紙調査
を行いました。

　学力調査の結果（平均正答率）は下記の表の
とおりです。また、レーダーチャート ( 円形の
グラフ )で学力の概要、児童・生徒質問紙調査、
学校質問紙調査の特徴的内容、さらに当町の
学力向上対策の概要もお伝えします。また、町
のホームページでは、この内容に加え、児童・
生徒質問紙調査、学校質問紙調査の全てを掲載
します。

② ICT 端末の日常的な
活用に向けた実践事例
の共有

※

※

※

※

※

※



　小学校の結果
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　児童への質問

0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町

１．授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
　  自ら取り組んでいた

32.0

30.7

30.5

52.0

47.2

46.8

16.0

18.6

18.7

3.4

3.9

当てはまる どちらかといえば、当てはまる 当てはまらないどちらかといえば、当てはまらない

　教育委員会の分析
　質問２では、「よくしている」「ときどきしてい
る」と答えた児童の割合が全国、全道を上回りま
した。家庭学習の手引きを作成し、保護者と家庭
学習の在り方について共通理解を深めたことが
結果につながったと考えられます。
　質問３では、「よく行った」と答えた児童の
割合が全国、全道を上回りました。児童自ら学級
やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し
合い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入
れたことが結果につながったと考えられます。

教科の領域別に全国を 100とした場合の全道と洞爺湖町の状況
をレーダーチャートで示したものです。
（洞爺湖町の平均正答率÷全国の平均正答率×100で算出）

３．授業において児童自ら学級やグループで課題
　　を設定し、解決に向けて話し合い、まとめ、
　　表現するなどの学習活動を取り入れた

よく行った どちらかといえば、行った 全く行わなかったあまり行わなかった
0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町 66.7

44.2

31.6

33.3

48.9

58.2

6.3

10.0 0.1

0.3

0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町 36.0

33.3

27.5

50.0

43.3

43.6

12.0

17.8

21.4

5.5

7.4

よくしている ときどきしている 全くしていないあまりしていない

２．家で自分で計画を立てて勉強をしている

2.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（言葉の
特徴や使い方
に関する事項）

国語（我が国の
言語文化に
関する事項）

算数（数と計算）

算数（図形）算数（変化と関係）

算数（データの活用）

理科（「エネルギー」を
柱とする領域）

理科（「粒子」を
柱とする領域）

理科（「生命」を
柱とする領域）

理科（「地球」を
柱とする領域）

洞爺湖町内小学校
北海道（公立）
全国（公立）
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　生徒への質問

0

5

10

15

20

25

30

全国全道洞爺湖町

26.3 24.229.5

３．国語の勉強が好き

　教育委員会の分析
　質問４では「国語の勉強は大切だ」と答えた
生徒の割合が全道、全国を上回りました。国語
科の授業で、目的に応じて自分の考えを話したり、
必要に応じて質問したりする授業を行ったことが
結果につながったと考えられます。

　質問５では、理科の授業で実生活における事象
との関連を図った授業を行ったことにより、自然
の中で遊ぶことや自然観察をすることがよくある
生徒の割合が全道、全国を上回ったと考えられま
す。

0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町

5.5

6.5

100.0

48.3

37.7

46.2

55.7

よく行った どちらかといえば、行った 全く行わなかったあまり行わなかった

１．【国語】目的に応じて自分の考えを話したり
　　必要に応じて質問したりする授業を行った

　中学校の結果
教科の領域別に全国を 100とした場合の全道と洞爺湖町の状況
をレーダーチャートで示したものです。
（洞爺湖町の平均正答率÷全国の平均正答率×100で算出）

２．自然の中で遊ぶことや自然観察
　　をすることがある

0 20 40 60 80 100

全国

全道

洞爺湖町

よくある ときどきある 全くないあまりない

0

20

40

60

80

100

全国全道洞爺湖町

100
46.9 42.1

５．【理科】実生活における事象
との関連を図った授業を行った４．国語の勉強は大切だ

0
10
20
30
40
50
60
70
80

全国全道洞爺湖町

75.0 62.7 63.1

27.3

22.2

21.3

34.1

33.4

33.7

22.7

30.5

31.6

15.9

13.9

13.4

50.0
60.0
70.0
80.0
90.0
100.0
110.0

国語（話すこと・聞くこと）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（言葉の
特徴や使い方
に関する事項）

国語（情報の
扱い方に
関する事項）

国語（我が国の
言語文化に
関する事項）

数学（数と式）

数学（図形）

数学（関数）

数学（データの活用）

理科（「エネルギー」を
柱とする領域）

理科（「粒子」を
柱とする領域）

理科（「生命」を
柱とする領域）

理科（「地球」を
柱とする領域）

洞爺湖町内中学校
北海道（公立）
全国（公立）
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農
地
や
農
業
用
水
な
ど
は
、
安

全
で
安
心
な
食
料
生
産
を
支
え
る

生
産
基
盤
と
し
て
の
役
割
は
も
ち

ろ
ん
、
国
土
・
環
境
・
生
態
系
の

保
全
な
ど
多
面
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
地
域
の
大
切
な
資
源
で
す

が
、
多
く
の
集
落
で
は
過
疎
化
や

高
齢
化
が
進
行
し
、
資
源
を
守
る

地
域
の
ま
と
ま
り
が
弱
ま
っ
て
い

ま
す
。　

　
こ
の
事
業
は
、
農
業
者
だ
け
で

な
く
地
域
住
民
、
自
治
会
、
関
係

団
体
な
ど
が
幅
広
く
参
加
す
る
活

動
組
織
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で

の
保
全
活
動
に
加
え
て
、
施
設
を

長
持
ち
さ
せ
る
よ
う
な
き
め
細
や

か
な
手
入
れ
や
農
村
の
自
然
や
景

観
な
ど
を
守
る
地
域
共
同
活
動
の

促
進
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
事
業
開
始
か
ら
８
年
目
を
迎
え

た
今
年
度
も
総
勢
１
０
０
人
を
超

え
る
構
成
員
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
制

限
は
あ
る
も
の
の
、
各
活
動
組
織

に
お
い
て
協
議
・
検
討
を
重
ね
た

活
動
計
画
に
基
づ
い
た
環
境
整
備

や
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

令
和
４
年
度
多
面
的
機
能

　
　
支
払
交
付
金
事
業
の
活
動
事
例
紹
介

写真の見方
①活動組織名
②活動事例

■
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
の
問
合

せ　
洞
爺
総
合
支
所

農
業
振
興
課
（
☎
82

―
５
１
１
１
）

①成香地域資源保全組合①成香地域資源保全組合
②活動計画の協議・検討②活動計画の協議・検討

①花和地区環境保全会①花和地区環境保全会
②農用地周辺の環境保全②農用地周辺の環境保全

①大原地区環境保全会①大原地区環境保全会
②植栽による景観形成活動②植栽による景観形成活動

①花和地区環境保全会①花和地区環境保全会
②耕作道周辺の雑木伐採②耕作道周辺の雑木伐採

①香川地区資源保全組合①香川地区資源保全組合
②花壇への植栽活動②花壇への植栽活動

①成香地域資源保全組合①成香地域資源保全組合
②有害鳥獣被害対策の研修②有害鳥獣被害対策の研修

①５活動組織共通①５活動組織共通
②代表者会議②代表者会議

①財田・川東地域資源保全組合①財田・川東地域資源保全組合
②用水路の保全活動②用水路の保全活動



のわだい
まち
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洞爺湖観光について話し合う生徒洞爺湖観光について話し合う生徒洞爺湖町長賞を受賞した矢田さん（中央）洞爺湖町長賞を受賞した矢田さん（中央）

　
　
う
や
湖
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク

　
　
ラ
ブ
（
青
木
佐
智
子
会
長
）
が

地
域
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

普
及
と
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
か
ら

北
海
道
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
か

ら
団
体
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
の
大
石
久
美
子

さ
ん
が
道
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
推
薦
を
受
け
、
11
月
12
日
～
15
日

に
神
奈
川
県
で
行
わ
れ
た
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
2
0
2
2
に
北

海
道
代
表
と
し
て
参
加
、
第
２
位
の

好
成
績
を
収
め
、
合
わ
せ
て
教
育
委

員
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

と

レクリエーション活動普及と発展に寄与
とうや湖レクリエーションクラブ団体功労賞受賞

11
29

　
　
和
４
年
度
の
中
学
生
「
税
に
つ

　
　

い
て
の
作
文
」
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
虻
田
中
学
校
（
瀧
澤
義
守
校

長
）
の
２
年
生
、
矢
田
に
こ
さ
ん
が

洞
爺
湖
町
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
矢
田
さ
ん
は
「
累
進
課
税
制
度
と

消
費
税
」
と
題
し
た
作
文
で
、
高
所

得
者
や
ぜ
い
た
く
品
に
多
く
課
税

し
、
少
子
化
対
策
な
ど
に
活
用
す
る

よ
う
訴
え
ま
し
た
。

　
渋
川
教
育
長
か
ら
賞
状
を
受
け
取

っ
た
矢
田
さ
ん
は
「
賞
を
も
ら
え
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

令

　
　
爺
湖
町
自
治
会
連
合
会
（
佐
藤

　
　
義
昭
会
長
）
の
研
修
会
が
、
あ

ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
表
彰
式
が
あ
り
、
綱
島

勉
さ
ん
（
虻
６
区
）、
端
大
志
さ
ん

（
虻
６
区
）、
毛
利
政
則
さ
ん
（
香

川
）
が
自
治
会
連
合
会
会
長
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
室
蘭
地
方
気
象
台
川
橋

和
弘
火
山
防
災
官
に
よ
る
防
災
講
座

が
行
わ
れ
、
有
珠
山
噴
火
の
防
災
に

つ
い
て
の
解
説
に
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

洞

故郷の魅力を再発見
ふるさと教育出前授業28

11

川橋火山防災官による防災講座川橋火山防災官による防災講座 渋川教育長に報告を行った青木さん（中央）と大石さん（右）渋川教育長に報告を行った青木さん（中央）と大石さん（右）

より良い自治活動を推進
洞爺湖町自治会連合会研修会

12
4

税についての作文コンクール
矢田さんが洞爺湖町長賞受賞29

11

　
　
爺
中
学
校
（
西
村
雄
一
校
長
）

　
　

の
「
ふ
る
さ
と
教
育
出
前
授

業
」
が
、
同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
教
育
委
員
会
の
「
北
海
道
ふ

る
さ
と
教
育
・
観
光
教
育
等
推
進
事

業
」
の
一
環
で
、
東
京
成
徳
大
学
子

ど
も
学
部
の
寺
本
潔
特
任
教
授
を
講

師
に
迎
え
、「
自
然
」「
歴
史
」
な
ど

町
の
特
徴
を
分
野
ご
と
に
整
理
し
た

後
、
観
光
ニ
ー
ズ
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
洞
爺
湖
観
光
の
魅

力
と
課
題
を
探
り
な
が
ら
活
発
に
議

論
し
て
い
ま
し
た
。

洞
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　

　
　
爺
湖
に
生
息
し
て
い
る
特
定
外

　
　
来
生
物
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
防

除
活
動
を
続
け
て
い
る
Ｕ
Ｗ
ク
リ
ー

ン
レ
イ
ク
洞
爺
湖（
室
田
欣
弘
代
表
）

が
、
環
境
保
全
な
ど
で
優
れ
た
実
績

を
残
し
た
団
体
な
ど
に
贈
ら
れ
る
前

田
一
歩
園
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
団
体
は
、
２
０
２
１
年
度
ま
で

に
約
73
万
匹
の
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
を

捕
獲
し
ま
し
た
。
下
道
町
長
に
受
賞

を
報
告
し
た
室
田
代
表
は
「
次
の
世

代
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を
考
え
た
い

で
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

洞

　
　
護
司
の
川
上
由
起
子
さ
ん
（
虻

　
　
６
区
）
が
、
明
る
く
住
み
よ
い

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
た
人
に

贈
ら
れ
る
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
上
さ
ん
は
、
平
成
14
年
６
月
に

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
か
ら
20

年
以
上
、
犯
罪
を
犯
し
た
人
な
ど
が

社
会
復
帰
す
る
た
め
の
手
助
け
や
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
川
上
さ
ん
は
「
犯
罪

の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
保
護
司
と
し
て
活

動
し
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

保

明るく住みよい地域社会づくりに貢献
川上由起子さん北海道社会貢献賞受賞

12

　
　
域
住
民
の
親
睦
を
目
的
に
町
民　

　
　
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
（
洞
爺
湖
町

体
育
振
興
連
絡
会
主
催
）
が
洞
爺
中

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
チ
ー
ム

「
本
町
６
区
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
町
内
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
１
ブ

ロ
ッ
ク
４
チ
ー
ム
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
で

予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
１
～
４
位
ご
と
に
決
勝
ブ
ロ
ッ
ク

で
勝
敗
を
競
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
競
技
参
加
時
以
外
は
マ
ス

ク
の
着
用
や
室
内
の
換
気
を
行
い
な

が
ら
、
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

地
5

12 町民ミニバレー大会
チーム「本町６区」優勝

　
　
式
会
社
勝
田
組
（
金
澤
政
章
代

　
　
表
取
締
役
社
長
）
が
畑
地
か
ん

が
い
用
水
施
設
の
土
砂
排
出
作
業
を

行
い
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
し
た

こ
と
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
同
社
は
現
在
、
国
営
畑
地
か
ん
が

い
用
水
路
施
設
の
更
新
工
事
を
請
け

負
っ
て
い
ま
す
が
、
奉
仕
活
動
の
一

環
と
し
て
作
業
を
実
施
。
当
日
は
、

農
業
振
興
課
担
当
者
が
現
場
事
務
所

を
訪
問
し
、
林
進
一
専
務
取
締
役
に

感
謝
状
を
贈
呈
、
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

株

地域農業の振興に貢献
株式会社勝田組に感謝状贈呈

12
15

下道町長に受賞を報告した室田代表（右）下道町長に受賞を報告した室田代表（右） 感謝状を受け取った林進一専務取締役（左）感謝状を受け取った林進一専務取締役（左）

ウチダザリガニ駆除に貢献
ＵWクリーンレイク洞爺湖が前田一歩園賞

12
16

北海道社会貢献賞を受賞した川上さん（右）北海道社会貢献賞を受賞した川上さん（右） 優勝したチーム「本町６区」優勝したチーム「本町６区」

14
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暮
ら
し お知らせ

information

　
忙
し
く
て
金
融
機
関
の
窓
口
や

コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
う
時
間
が
な
い

と
い
う
人
は
、
便
利
な
口
座
振
替

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す
こ
と

に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早

割
制
度
や
現
金
納
付
よ
り
も
割
引

額
が
多
い
６
か
月
前
納
・
１
年
前

納
・
２
年
前
納
も
あ
り
大
変
お
得

で
す
。

　

６
か
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２

年
前
納
の
申
込
み
締
切
日
は
毎
年

２
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
込
み
の
と
き
は
、
年
金
事
務

所
や
各
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の

申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
し

て
い
る
人
は
、
再
度
の
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
１
年
前
納
か
ら
２
年

前
納
へ
の
変
更
な
ど
、
振
替
方
法

を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
再
度
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
）（
☎
０
１
４
３

－

50

－
３
０
０
４
）
／
住
民
課

住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎

74
－

３
０
０
２
）

　
高
額
収
入
を
う
た
っ
た
情
報
商

材
に
関
す
る
相
談
が
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

情
報
商
材
は
副
業
や
投
資
で
高
額

収
入
を
得
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
と
称
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
な

ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
買
う

ま
で
内
容
が
不
明
で
、
購
入
後
も

高
額
プ
ラ
ン
の
契
約
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
害
防
止
の
た
め
、
広
告
や
購

入
時
の
画
面
を
印
刷
し
た
り
、
ス

ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
で
保
管

し
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
の
場
合
は
直
ち
に
カ
ー
ド

会
社
に
も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

に
よ
り
、
違
約
金
な
ど
を
支
払
わ

ず
に
契
約
解
除
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
出
典　
独
立
行
政
法
人
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー（
令
和
３
年
７
月
30

日
公
表
）

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水
産

・
商
工
グ
ル
ー
プ
（
☎
74

－

3
0
0
5
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

国
民
年
金
か
ら

情
報
商
材
に
ま
つ
わ
る

ト
ラ
ブ
ル
増
加

住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る

習
慣
を

伊
達
警
察
署
か
ら

２
０
２
２
年
か
ら
道
内
で
は
焼

死
火
災
が
多
発
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

次
の
習
慣
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い

新
た
な
不
妊
治
療
の

助
成
が
始
ま
り
ま
す

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
不
妊
治
療

が
健
康
保
険
適
用
に
な
っ
た
こ
と

を
受
け
、
洞
爺
湖
町
の
住
民
が
不

妊
治
療
を
行
っ
た
場
合
の
助
成
内

容
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。

　
現
在
治
療
中
、
ま
た
は
今
後
治

療
を
検
討
し
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　
治
療
開
始
時
に
女
性
の
年
齢
が

43
歳
未
満
で
次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
人（
令
和
４
年
度
に
限

り
、
令
和
４
年
４
月
２
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
に
43
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
人
も
対
象
）

①
法
律
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫

婦
で
あ
る
こ
と（
事
実
婚
含
む
）

②
夫
婦
と
も
洞
爺
湖
町
に
居
住

し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
こ
と

③
夫
婦
と
も
健
康
保
険
各
法
の
被

保
険
者
、
組
合
員
、
被
扶
養
者
で

あ
る
こ
と

④
夫
婦
と
も
町
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と

●
助
成
額

　
医
療
保
険
を
使
用
し
て
体
外
受

精
な
ど
の
生
殖
補
助
医
療
を
受
け

た
際
に
医
療
機
関
な
ど
に
支
払
っ

た
自
己
負
担
額
の
全
額
を
助
成
し

ま
す
。

●
申
請
先

　
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
揃
え

て
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
な
ど
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
76-

４
０
０
６
）
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お知らせ
④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
掃
除

し
、
不
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

福
祉
灯
油
の
申
請
は

２
月
末
ま
で
で
す

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
に

対
し
、
生
活
の
一
助
と
し
て
行
っ

て
い
る
福
祉
灯
油
の
購
入
助
成
の

申
請
は
２
月
28
日（
火
）
ま
で
で

す
。
申
請
は
洞
爺
湖
町
役
場
健
康

福
祉
課
、
洞
爺
湖
温
泉
支
所
、
洞

爺
総
合
支
所
庶
務
課
の
各
窓
口
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

助
成
が
決
定
し
た
世
帯
に
は

「
福
祉
灯
油
購
入
助
成
券
」
を
郵

送
し
ま
す
が
、
助
成
決
定
か
ら
交

付
ま
で
１
～
２
週
間
か
か
り
ま

す
。

　
詳
し
い
助
成
の
条
件
な
ど
に
つ

い
て
は
、
健
康
福
祉
課
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
１
）

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済
に
つ
い
て

　
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
労
働

災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
各
種

保
険
給
付
や
石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

自
動
車
税
種
別
割
の

住
所
変
更
を
忘
れ
ず
に

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告

室
蘭
税
務
署
か
ら

　
税
務
署
で
は
、
来
署
せ
ず
に
自

宅
な
ど
で
確
定
申
告
の
手
続
き
が

で
き
る「
ス
マ
ホ
申
告
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

か
ら
所
得
税
、
消
費
税
、
贈
与
税

の
申
告
書
を
作
成
し
、
ｅ
―
Ｔ
ａ

ｘ（
電
子
申
告
）
で
も
提
出
で
き

ま
す
。

　
申
告
書
の
提
出
期
限
は
所
得
税

、
復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
が

３
月
15
日
（
水
）
、
消
費
税
、
地

方
消
費
税
が
３
月
31
日
（
金
）
で

す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
税
務
署（
☎

0
1
4
3

－

22

－

4
1
5
1
）

こととううやや No.23
　大正１２年 (1923 年 )９月１日に発生した関東大震
災をきっかけに、毎年季節の変わり目となる年４回（３
月１日、６月１日、９月１日（防災の日）、１２月１日）を
「防災用品点検の日」として制定し、普段から備えて
いる防災用品を点検する日としています。
　年４回行う理由は、防災用品の保存期限や賞味期限
が過ぎていないかこまめに点検をしたり、季節ごとに
起こりやすい災害に対してしっかりと対策をとることが
目的です。また、年間を通じて点検することで、防災
への意識を高め、日頃から必要な防災用品をそろえて
おくことができます。
　災害はいつ発生するかわかりません。もしもの時の
ために、ご自宅などで備えている防災用品の点検や準
備、見直しを行いましょう。
■最低３日分の非常食を用意しましょう
大規模災害時には、物流がストップし、食料が手に

防災備蓄について防災備蓄について
入りにくくなります。そのため、最低でも３日分の非常
食や水を備えておきましょう。また、保存期限の長い
非常食や家族の人数に応じた量を備えましょう。
■ガスコンロ・ガスボンベなどを備えましょう
大規模災害時には、電気・水道・ガスなどのライフ

ラインが停止し、復旧までに数日かかることがあります。
ガスコンロやガスボンベのほか、懐中電灯、乾電池、
ラジオなどを備えましょう。
■非常用持ち出し袋を用意しましょう
非常用持ち出し袋とは、避難した際に生活に必要な

物品を入れた袋です。袋の中には非常食や水、生活用
品、現金、医療品など生活に必要な物を入れましょう。
また、袋に入れる物は必要最低限とし、両手の自由が
きくリュックサックなどにまとめ、いざという時に持ち出
しやすい寝室や玄関先に用意しておきましょう。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
人

が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
し
て

い
た
場
合
は
、
労
災
保
険
給
付
な

ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
都
道
府
県
労

働
局
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課（
☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１
）

日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
る
税
金
で
す
。
引
っ
越
し
で

住
居
が
変
わ
っ
た
際
は
運
輸
支
局

で
変
更
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
令

和
５
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納

税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
に
３
月
中
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
住
所
の
変
更
、自
動
車
の
売
買
、

自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
場

合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続
が
必

要
で
す
。
変
更
登
録
が
間
に
合
わ

な
い
場
合
は
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
納
税
通
知
書
の
送
付
先
を

変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
札
幌
道
税
事
務
所
自

動
車
税
部（
☎
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
０
）
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相
　
談

自
衛
隊
募
集

■
募
集
種
目　
医
科・
歯
科
幹
部

■
資
　
格　
医
師
、
歯
科
医
師

■
受
付
期
間　

６
月
８
日（
木
）

ま
で

■
試
験
日　
６
月
23
日（
金
）

■
説
明
会
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
中
島
（
２
月
17
日
（
金
）
９
時

30
分
～
16
時
・
室
蘭
市
中
島
町

２
・
24
・
１
）
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

伊
達
（
２
月
20
日
（
月
）
９
時
～

16
時
・
伊
達
市
網
代
町
５
・
４
）

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事

務
所（
☎
0
1
4
3－

44－

9
5
3
3
）

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

無
料
法
律
相
談
会
開
催

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

室蘭地方気象台は大正12年１月１日に室蘭港発祥の地
であるトキカラモイ（現在の室蘭市緑町）で、船舶の安
全と漁船の遭難防止のため「室蘭測候所」として業務を
開始しました。昭和 27年に現在の室蘭市山手町に移転
し、その後昭和 32年に地方気象台へ昇格し、令和５年
１月１日で創立１００周年を迎えました。
　この１００年間で室蘭の平均気温は０．９度の割合で

上昇しました。気温の推移を最高・平均・最低気温に分
けてみると、最低気温の上昇率が高いことがわかりま
す。室蘭以外にも、胆振・日高の全ての観測所におい
て設置当時から現在までの平均気温は上昇しています。
地球温暖化が進行すると、さらに気温が上昇し雨の降
り方が激しくなり、大雨による土砂災害や洪水害の増
加が考えられます。
　温暖化の影響は植物の生態にも現れています。室蘭
の桜の開花日（平年５月４日）は、昭和の時代には大
型連休の「こどもの日」より後に咲くことが多かったの
ですが、ここ数年は「こどもの日」より前に開花するこ
とが多くなりました。全国の気温や降水量などの気象
観測データ、桜の開花日などの生物季節観測データは
いずれも気象庁のホームページで検索できます。また、
気候変動に関するポータルサイトもありますので、ぜ
ひ一度ご覧になってください。

室蘭地方気象台100周年室蘭地方気象台100周年

気象台からの
お知らせ

■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

過去の気象データ

地球環境・気候ポータルサイト

行
　
政

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
て
い
ま
す

　
今
後
の
町
の
施
策
な
ど
の
方
向

性
を
示
す
各
種
計
画
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
の
概
要
、
募
集
期
間
、
応

募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
２
月
の
回

覧
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
て
い
る
計
画
と
担
当
課
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
洞
爺
湖
町
住
生
活
基
本
計

画
（
案
）
（
建
設
課
☎
74

－

３
０
０
７
）

●
洞
爺
湖
町
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画（
案
）（
建
設
課
☎
74

－

３
０
０
７
）

●
洞
爺
湖
町
地
域
公
共
交
通
計
画

（
素
案
）（
企
画
防
災
課
☎
74

－

３
０
０
４
）

●
第
３
期
洞
爺
湖
町
地
域
福
祉
計

画（
素
案
）（
健
康
福
祉
課
☎
74

－
３
０
０
１
）

●
第
２
次
洞
爺
湖
町
の
教
育
目
標

と
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
版（
素
案
）

（
管
理
課
☎
74

－

３
０
０
９
）

●
第
４
次
洞
爺
湖
町
社
会
教
育
中

期
計
画（
素
案
）（
社
会
教
育
課
☎

74

－

３
０
１
０
）

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）



　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

２
月
18
日（
土
）、
３

月
18
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－
３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

広報とうやこ　2023 年２月13

お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 
故山口千恵子さん
■ 11月 12日死去■ 90歳■遺族は智さん■虻６区

故石川達子さん
■ 11月 21日死去■ 92歳■遺族は修一さん■大原

12月20日から１月19日届出分

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
匿
名
は
４
人
か
ら
計
55
万
円
▽

笠
井
寛
子
さ
ん
は
１
万
円
、
洞
爺

湖
町
役
場
特
別
職
・
管
理
職
は

10
万
２
千
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
森
谷
豊
子
さ
ん
（
虻
２
区
）
▽

高
橋
静
枝
さ
ん
（
虻
２
区
）
▽
沼

田
光
博
さ
ん
（
虻
５
区
）
▽
沼
田

盛
昭
さ
ん
（
泉
区
）
▽
斉
藤
智
津

子
さ
ん
（
か
っ
こ
う
台
区
）
▽
坂

上
昭
郎
さ
ん
（
入
４
区
）
▽
矢
野

孝
典
さ
ん
（
虻
７
区
）
▽
太
田
敏

雄
さ
ん
（
泉
区
）
▽
下
妻
末
乃

さ
ん
（
温
３
区
）
▽
大
原
の
杜

２
０
１
６
▽
し
あ
わ
せ
食
堂
▽
洞

爺
湖
町
役
場
健
康
福
祉
課

故秋元豊和さん
■ 12月 23日死去■ 72歳■遺族は和子さん■富丘

故松井保明さん
■ 12月 17日死去■ 84歳■遺族は瑤子さん■虻６区

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
「
働
き
た
い
人
」
を
応
援
す
る

無
料
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に

向
け
た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。

そ
の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日
　
時

３
月
９
日（
木
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

故秋山實さん
■ 12月 15日死去■ 87歳■遺族は照子さん■美沢西

噴
火
湾
波
の
数
ほ
ど
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　

小
笠
原
勇

日
脚
伸
ぶ
安
寧
な
日
々
の
ぞ
む
の
み

　
　

千
葉
征
子

酌
む
酒
に
笑
顔
の
遺
影
寒
の
内

　
　
　

亀
倉
千
鶴
子

追
憶
の
糸
を
つ
む
ぐ
や
大
晦
日

　
　
　

矢
野
知
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

１
月
定
例
会

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

■
内
　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
他

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－

８
6
7
0
）

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

冬
籠
摘
み
し
ハ
ー
ブ
の
香
ゆ
た
か

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風

故阿部洋一さん
■ 12月 24日死去■ 79歳■遺族は小百合さん■青１区

故佐々木正雄さん
■ 12月 29日死去■ 87歳■遺族は時雄さん■温１区

故大西節子さん
■１月６日死去■ 80歳■遺族は勝行さん■入４区

故秋山梅雄さん
■１月１日死去■ 88歳■遺族は功司さん■美沢西

故加藤訓さん
■１月１日死去■ 85歳■遺族は信子さん■泉区

故横山ミナ子さん
■１月７日死去■ 99歳■遺族は康夫さん■入３区

故北野悠二さん
■１月 11日死去■ 68歳■遺族は賴子さん■かっこう台

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

故後藤和子さん
■ 12月 25日死去■ 86歳■遺族は和郎さん■虻６区

故竹下コトミさん
■１月１日死去■ 97歳■遺族は靖宏さん■６町内

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　
①
２
月
16
日（
木
）、

②
３
月
２
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
林
正
樹
弁
護
士

（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）

②
本
間
寛
菜
弁
護
士
（
ほ
ん
ま

法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
・
戸

故渡辺てる子さん
■１月９日死去■ 93歳■遺族は邦彦さん■入１区



さわやかだ
より

問合せ問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）
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町にはトレーニング室が２か所あり、ランニング
マシンやエアロバイクなど各種フィットネス機器を
取りそろえています。
　継続して利用することで心肺機能や筋力の向上
およびダイエット効果のほか「血圧が正常になる」

「血糖値やコレステロール値が下がる」「疲れにくく

なる」「肩こり・腰痛が楽になる」「ストレス発散」
などの効果も期待できます。
　トレーニング室は天候に左右されることなく体
を動かすことができるため、心身ともに健やかな毎
日の一助としてぜひご利用ください。

虻田地区 洞爺地区

住　　所 さぽーとステーションゆうあい内
洞爺湖町高砂町 128 番地５

洞爺ふれ愛センター２階
洞爺湖町洞爺町 132 番地２

開館時間 火・水・土曜日　13 時～ 20 時 30 分
日曜日　　　　　10 時～ 17 時 30 分 月～金曜日　8 時 45 分～ 17 時 30 分

料　　金

１日券　　　　200 円　　　　回数券（11 枚綴り）　　　2,000 円
１か月券　　1,500 円　　　　１年券　　　　　　　　  10,000 円
　◎各券の販売はトレーニング室受付で行っています。
　◎１年券購入時は写真（縦 2.5㌢×横 2㌢）が必要です。

利用できる人
原則として高校生以上の人
ただし、医師から運動を禁止されている人、健康上問題がある人、飲酒している人、
迷惑行為を行った人は利用できない場合があります。

持ち物 運動用シューズ、運動にあった服装、着替え、タオル、水分など
※虻田地区のトレーニング室にはシャワー室が併設されていて使用可能です。

トレーニング室トレーニング室をを
利用利用してみませんか？してみませんか？

お知らせ
故障していた虻田地区のエアロバイクを

２台入れ替えました！
　手動設定のほか、自動プログラムや脈拍
数を設定し、その脈拍数になるように自動
的に重さを調整する機能がついています。
　まずは足りないと思うところから始め、
徐々に重さ、時間、ペースを上げていきま
しょう。
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 30 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

めくってはっけん！ちきゅうエコずかん
ケイティ・デインズ
　自分で考えアクションする！初め
てのＳＤＧｓ絵本。今、地球が抱え
ているさまざまな問題をボリューム
たっぷりのイラストとめくる仕掛け
で解説します。ＳＤＧｓ時代に知っ
ておきたい地球のことを学べる一冊
です。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　２月のおはなし会
■日　時　①２月 13 日（月）、25 日
( 土 )、27 日（月）10 時～ 11 時 30
分 ② ２ 月 17 日 ( 金 )14 時 ～ 15 時
30 分
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶ
た読書の家
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
※マスク着用の参加をお願いします。
人数制限を行うこともありますので
ご了承ください。

今月の
リポーター
折原英明さん

　
　
域
お
こ
し
協
力
隊
の
折
原

　
　
で
す
。
２
０
２
３
年
最
初

の
協
力
隊
通
信
と
な
り
ま
す
の

で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
こ
こ
最
近
の
活
動
は
洞
爺
湖

町
商
工
会
内
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
サ
ポ
ー
ト
が
中
心
で
し

た
。
と
い
う
の
も
、
商
工
会
主

催
の
各
種
経
営
セ
ミ
ナ
ー
開
催

や
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
事
業
、

洞
爺
湖
町
の
商
品
券
事
業
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
ご
存
知

の
事
業
が
目
白
押
し
で
し
た
。

　
中
で
も
、
Ｊ
Ｒ
洞
爺
駅
交
流

セ
ン
タ
ー
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
事
業
に
お
い
て
は
３
年
ぶ
り

と
な
る
点
灯
式
が
開
催
さ
れ
、

そ
ち
ら
の
お
手
伝
い
も
あ
り
ま

し
た
。
当
日
は
お
楽
し
み
抽
選

会
や
、
洞
爺
在
住
の
齋
藤
さ
ん

ご
夫
妻
に
よ
る
「
ニ
コ
イ
チ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
の
演
奏
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
せ
ん
え
つ
な
が

ら
抽
選
会
で
は
司
会
と
抽
選
役

を
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
も
と
進
行
で
き

ま
し
た
。

　
点
灯
式
で
は
下
道
町
長
か
ら

も
ご
あ
い
さ
つ
い
た
だ
き
、
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と
と
も
に
ス

イ
ッ
チ
オ
ン
！
交
流
セ
ン
タ
ー

の
壁
面
一
面
に
電
飾
が
鮮
や
か

に
光
り
輝
き
ま
し
た
。
最
近
も

時
折
、
写
真
を
撮
影
し
て
い
る

人
を
見
か
け
ま
す
の
で
、
洞
爺

駅
前
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
一

役
買
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
年
４
月
か
ら
は
協

力
隊
活
動
も
３
年
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
商
工
会
で
の

事
業
支
援
、
協
力
隊
の
各
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
継
続
し
つ

つ
、
退
任
後
の
こ
と
も
考
え
長

く
洞
爺
湖
町
で
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
定
住
に
向
け
た
活
動

に
も
力
を
入
れ
た
い
で
す
。

地

今月の
１冊

広報とうやこ　2023 年 2 月広報とうやこ　2023 年 2 月15

めくってはっけん！ちきゅうエコずかん
ケイティ・デインズ
　自分で考えアクションする！初め
てのＳＤＧｓ絵本。今、地球が抱え
ているさまざまな問題をボリューム
たっぷりのイラストとめくる仕掛け
で解説します。ＳＤＧｓ時代に知っ
ておきたい地球のことを学べる一冊
です。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
裂
け
た
明
日

（
佐
々
木
譲
）
▽
見
習
医
ワ
ト
ソ

ン
の
追
究
（
鏑
木
蓮
）
▽
最
後
の

鑑
定
医
（
岩
井
圭
也
）
▽
殺
人
者

の
白
い
檻
（
長
岡
弘
樹
）
▽
残
照

（
本
城
雅
人
）
▽
ロ
ス
ト・ス
ピ
ー

シ
ー
ズ
（
下
村
敦
史
）
▽
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
（
夏
川
草
介
）
▽
新
！
店

長
が
バ
カ
す
ぎ
て
（
早
見
和
真
）

▽
夜
の
道
標
（
芦
沢
央
）
▽
深
川

駕
籠
ク
リ
粥
（
山
本
一
力
）
▽
祝

祭
の
子
（
逸
木
裕
）
▽
両
手
に
ト

カ
レ
フ
（
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
）

▽
御
留
山
新
・
酔
い
ど
れ
小
籐
次

（
二
十
五
）（
佐
伯
泰
英
）
▽
絵
本

の
よ
う
に
め
ぐ
る
世
界
遺
産
の
物

語
（
村
山
秀
太
郎
）

<

児
童
書＞

▽
忘
れ
も
の
遊
園
地

（
久
米
絵
美
里
）
▽
ま
じ
ょ
の
ナ

ニ
ー
さ
ん
空
と
ぶ
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

ウ
ン
ド
（
藤
真
知
子
）
▽
街
ど
ろ

ぼ
う
（
ｊ
ｕ
ｎ
ａ
ｉ
ｄ
ａ
）
▽
帰

り
道
（
有
田
奈
央
）
▽
は
じ
め
て

ふ
し
ぎ
に
気
づ
い
た
日
（
て
づ
か

あ
け
み
）
▽
く
す
の
き
だ
ん
ち
は

10
か
い
だ
て
（
武
鹿
悦
子
）
▽
や

さ
い
の
が
っ
こ
う
ピ
ー
マ
ン
く
ん

ゆ
め
を
み
る
（
な
か
や
み
わ
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
折
れ
な
い
言
葉

（
五
木
寛
之
）
▽
無
人
島
の
ふ
た

り
（
山
本
文
緒
）
▽
連
鎖
（
黒
川

博
行
）
▽
タ
イ
ム
・
オ
ブ
・
デ
ス
、

デ
ー
ト
・
オ
ブ
・
バ
ー
ス
（
窪
美

澄
）▽
老
害
の
ひ
と（
内
館
牧
子
）

＜
児
童
書＞

▽
９
９
９
ひ
き

の
き
ょ
う
だ
い
の
は
る
で
す
よ

（
木
村
研
著
／
村
上
康
成
絵
）
▽

９
９
９
ひ
き
の
き
ょ
う
だ
い
の
お

ひ
っ
こ
し
（
木
村
研
著
／
村
上
康

成
絵
）
▽
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
ほ

う
せ
き
の
も
り（
さ
か
い
さ
ち
え
）

▽
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
ま
ほ
う
の

お
し
ろ
（
さ
か
い
さ
ち
え
）
▽
ち

い
さ
な
ち
い
さ
な
ひ
み
つ
の
た
か

ら
（
さ
か
い
さ
ち
え
）
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洞
爺
湖
消
防
出
初
式

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

令

統
一
標
語

『
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り

火
の
用
心
』

広報とうやこ　2023 年２月

　
　
和
５
年
１
月
５
日
、
洞
爺
湖

　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
洞

爺
湖
消
防
出
初
式
（
西
胆
振
行
政

事
務
組
合
洞
爺
湖
消
防
団
・
洞
爺

湖
支
署
主
催
）を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
消
防
車
両
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
を
中
止
し
、
屋
外
に
て

観
閲
式
を
行
っ
た
後
、
屋
内
式
典

で
は
永
年
に
わ
た
っ
て
消
防
団
活

動
に
功
績
を
重
ね
た
団
員
に
表
彰

状
お
よ
び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

洞
爺
湖
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
暖
房
機
器
の
取
り

扱
い
や
食
事
の
準
備
な
ど
火
気
の

使
用
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

き
、
今
年
一
年
、
安
心
・
安
全
・

無
火
災
の
洞
爺
湖
町
と
な
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
洞
爺
湖
消
防
出
初
式

の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

●
北
海
道
知
事
表
彰

■
永
年
勤
労
章

部
長　
三
好
勝
美
（
第
１
分
団
）

団
員　
高
清
水
直
也（
第
１
分
団
）

■
勤
労
章

部
長　
桑
島
順
子
（
女
性
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰

団
員　

塩
野
谷
通
（
第
２
分
団
）

団
員　

青
山
和
弘
（
第
２
分
団
）

団
員　
佐
々
木
卓
一（
第
２
分
団
）

団
員　
田
中
謙
太
朗（
第
２
分
団
）

団
員　

小
林
正
志
（
第
４
分
団
）

団
員　
髙
石
典
子
（
女
性
分
団
）

●
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

■
特
別
功
績
章

部
長　
橋
本
健
司
（
第
４
分
団
）

■
30
年
勤
続
表
彰

班
長　

伊
東
重
一
（
第
１
分
団
）

団
員　

三
島
基
幸
（
第
１
分
団
）

団
員　
内
海
雅
仁
（
第
１
分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

班
長　
荒
町
誠
（
第
２
分
団
）

班
長　
佐
長
稔
（
第
３
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰

団
員　
志
賀
拓
郎
（
第
４
分
団
）

●
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
管
理
者

表
彰

■
30
年
勤
続
表
彰

班
長　
伊
東
重
一
（
第
１
分
団
）

団
員　
三
島
基
幸
（
第
１
分
団
）

団
員　

内
海
雅
仁
（
第
１
分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

班
長　
荒
町
誠
（
第
２
分
団
）

班
長　
佐
長
稔
（
第
３
分
団
）

●
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

■
20
年
勤
続
表
彰

班
長　
荒
町
誠
（
第
２
分
団
）

班
長　
佐
長
稔
（
第
３
分
団
）

安全を祈願した消防出初式安全を祈願した消防出初式

団員の功績をたたえた表彰式団員の功績をたたえた表彰式

高規格救急車を更新しました
令和４年度事業として、伊達消防署洞爺湖支署に配備している高規格救

急車を更新しました。
　高規格救急車は、救急活動を行うための広い車内空間に、高度な救急救
命処置用資器材を積載しています。また、緊急走行時の安全性を向上させ
るために赤色灯や反射材を多く使用しています。
　さらに、救命率の向上を図るため、自動心臓マッサージや心電図伝送シ
ステムなどの最先端機器を導入し、高度な救命処置が可能となる仕様と
なっています。

更新された高規格救急車 積載されている救急救命用の資器材
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第

回

清
水
友
愛
の
里

　
　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
会

昨

広報とうやこ　2023 年２月広報とうやこ　2023 年２月17

クリスマス会を楽しむ参加者クリスマス会を楽しむ参加者

　
　
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
清

　
　
水
友
愛
の
里
で
実
施
し
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
、
食
事
メ

ニ
ュ
ー
や
余
興
な
ど
ア
イ
デ
ア
を

出
し
、
準
備
し
ま
し
た
。
食
事
メ

ニ
ュ
ー
は
、
利
用
者
か
ら
リ
ク
エ

ス
ト
を
聞
き
、
要
望
ど
お
り
に
提

供
で
き
ま
し
た
。食
堂
の
飾
り
は
、

利
用
者
が
手
作
り
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
は
、
毎
年
恒
例
の
利
用

者
に
よ
る
司
会
、
乾
杯
の
音
頭
で

ス
タ
ー
ト
。
食
事
は
、
今
年
も
富

士
産
業
に
依
頼
し
、ド
リ
ア
、ビ
ー

フ
シ
チ
ュ
ー
、
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン

な
ど
を
提
供
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点

の
料
理
が
並
び
、
利
用
者
の
喜
ぶ

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
同
様
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
実
演
コ
ー
ナ
ー
を
行
い
、
目

の
前
で
ハ
ン
バ
ー
グ
が
焼
か
れ
る

と
こ
ろ
を
真
剣
に
見
つ
め
る
利
用

者
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。最
後
に
、

お
待
ち
か
ね
の
イ
チ
ゴ
シ
ョ
ー
ト

ケ
ー
キ
を
提
供
し
、
最
後
ま
で
笑

顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
余
興
で
は
、
絵
合
わ
せ
く
じ
引

き
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
選
し

た
利
用
者
は
、
景
品
を
持
ち
、
ス

テ
ー
ジ
の
上
で
記
念
撮
影
。
う
れ

し
い
は
ず
が
照
れ
く
さ
い
様
子
で

ピ
ー
ス
サ
イ
ン
を
し
て
写
真
撮
影

す
る
利
用
者
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

単
純
な
余
興
の
ゲ
ー
ム
で
す
が
、

皆
さ
ん
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
く

じ
の
結
果
を
待
つ
様
子
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

　
食
事
の
後
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

の
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ

イ
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
。
利
用

者
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
各

テ
ー
ブ
ル
か
ら
は
、「
プ
レ
ゼ
ン

ト
ち
ょ
う
だ
い
」「
早
く
来
て
、

こ
っ
ち
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

雰
囲
気
は
今
年
も
最
高
潮
と
な
り

ま
し
た
。

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
そ
の
ま
ま

食
堂
に
入
り
、
利
用
者
一
人
一
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
場
で
開
け
、
う
れ
し

そ
う
に
職
員
に
伝
え
て
く
る
様
子

は
、
い
つ
見
て
も
良
い
も
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
「
来
年
も

来
ま
す
」と
伝
え
て
帰
っ
た
後
は
、

楽
し
か
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
も
閉

会
と
な
り
、
利
用
者
の
た
め
息
も

あ
り
ま
し
た
が
、
利
用
者
代
表
で

「
カ
モ
メ
の
会
」
会
長
の
あ
い
さ

つ
、
万
歳
三
唱
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
思
う
よ
う
に
行
事
が
で
き
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
年

こ
そ
は
収
束
し
、
昔
の
よ
う
な
普

段
ど
お
り
の
生
活
が
戻
り
、
全
て

の
行
事
が
開
催
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

デ
イ
セ
ン
タ
ー
憩
い
の
丘

　
　
　
　
　
　
新
年
交
流
会

　
１
月
６
日
、
さ
ぽ
ー
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ゆ
う
あ
い
で
、
新
年
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

巫
女
の
衣
装
を
着
た
利
用
者

が
、
来
場
者
に
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

の
甘
酒
を
お
神
酒
と
し
て
振
舞
い

ま
し
た
。
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た

利
用
者
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
あ

い
さ
つ
し
、
達
成
感
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
食
事
も
お
寿
司
や
茶
碗
蒸
し
な

ど
豪
華
な
内
容
と
な
り
、
利
用
者

も
職
員
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　
書
初
め
大
会
で
は
、
今
年
一
年

の
抱
負
や
、「
正
月
」、「
バ
ン
ザ

イ
」
な
ど
個
性
あ
ふ
れ
る
書
が
た

く
さ
ん
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
書

初
め
を
終
え
る
と
、
お
み
く
じ
を

引
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、
巫
女

さ
ん
が
登
場
し
、
皆
さ
ん
の
健
康

を
祈
願
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
み

く
じ
の
内
容
を
読
み
、
今
年
一
年

の
決
意
を
固
め
る
利
用
者
も
い
ま

し
た
。

　
獅
子
舞
の
登
場
に
は
、
驚
い
た

り
、
喜
ん
で
頭
を
か
ま
れ
た
り
、

怖
く
て
逃
げ
た
り
、
利
用
者
の
い

ろ
い
ろ
な
表
情
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
め
で
た
い
「
た

い
焼
き
」
と
ジ
ュ
ー
ス
を
味
わ
っ

て
閉
会
し
ま
し
た
。

　
昨
年
一
年
間
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
思
う
よ
う
に

外
出
や
行
事
が
行
え
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
年
は
感
染
予
防
は

し
っ
か
り
と
継
続
し
た
中
で
楽
し

い
一
年
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
同

尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

新年交流会の書初めを持つ利用者新年交流会の書初めを持つ利用者



第 127号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

18広報とうやこ　2023 年２月

洞爺湖有珠山ジオパークは、北海道では比較的温
暖な地域ですが、冬には昼間でも気温が－２～３
℃、冷え込む夜間は－１０℃ほどになることもあり
ます。

　そんな時期だからこそ見られるのが、火山ならで
はの山の姿です。地下のマグマから伝わる熱が、
山肌に積もる雪を溶かすため、雪がない部分は
地熱が高いということが良くわかります。

昭和新山は1943 年12 月28 日の地震発生から、
1945 年9 月20 日まで続いた火山活動で、地震と
噴火を繰り返しながら隆起してできた火山です。
　赤い山肌は、もともとは麦畑だった場所の土が
溶岩の熱で焼かれ、天然のレンガのようになった
もの。山肌の様子も、木々の葉が落ちた冬だから
こそ、くっきりと見ることができます。
　夏とは違う「生きている火山」の様子を楽しめる
のも、冬ならではですね。

第34回昭和新山国際雪合戦　開催！第34回昭和新山国際雪合戦　開催！
昭和新山国際雪合戦は、冬期間の地域活性化

イベントとして1989年に第１回が開催され、
毎年２月に壮瞥町・昭和新山の麓を会場に、回を
重ねてきました。
　雪遊びの楽しさをスポーツにまで高めた、選手
も観客もどちらも楽しめるイベントです。
　子どもの頃に楽しんだ雪遊びとの違いは、ルール

がしっかり定められていること。コートの広さ、
シェルター（雪壁）位置や大きさも決まっていま
す。
　新型コロナ感染症拡大防止のため、２年の休止
を経て開催される大会です。予選を勝ち抜いてき
た強豪チーム同士の試合を、ぜひ間近でご覧くだ
さい。

第34 回昭和新山国際雪合戦
開催期日：令和５年２月25日（土）・26日（日）

開催場所：壮瞥町・昭和新山山麓特設会場

主　　催：国際雪合戦連合・NPO法人雪合戦
　　　　  インターナショナル

※令和５年１月10日時点の情報です。
※詳細は公式HPをご確認ください。

冬冬 火山火山のの



　上記のイベントなどの情報は２月１日現在の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、予定さ
れているイベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

2 月 1 日（水）
～2月28日（火）

特別展示企画～環境省支笏洞爺国立公園×洞爺湖
町立虻田小学校５年生～環境教育授業作品展

12 日（日） 冬のソウベツ川に行ってみよう

13 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

15 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

15 日（水）
～ 16 日（木）

特定健診、胃・大腸・肺・前立腺がん検診、肺炎・
エキノコックス検診、ピロリ菌検査

15 日 6：30 ～、16 日７:00 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

16 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363< 社会福祉協議会＞）

無料法律相談会
コグニの集い

13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター 2 階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

17 日（金）

特定健診、胃・大腸・肺・前立腺がん検診、肺炎・
エキノコックス検診、ピロリ菌検査

6：30 ～
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜健康福祉センター＞）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

18 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

19 日（日） 第 38 回とうや冬まつり

22 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

洞爺湖町議会議員選挙立候補予定者説明会
10：00 ～
洞爺湖町役場防災研修ホール（☎ 74-3000〈選挙管理委員会事務局〉）

24 日（金）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

乳児健診
12：50 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

27 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

3 月 1 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

2 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363< 社会福祉協議会＞）

1.6 歳児・３歳児健診
12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

無料法律相談会

3 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

8 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

献血
虻田地区

9 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363< 社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター＞）

10 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

広報とうやこ　2023 年２月広報とうやこ　2023 年２月19

時
所

時
所

時
所

ピックアップイベント詳

特別展示企画～環境省支笏洞爺国立公園×洞爺湖
町立虻田小学校5年生～　環境教育授業作品展

令和３年度に環境省（アクティブ・レンジャー）が虻
田小学校 5 年生に実施した環境教育授業の内容のパネ
ル展示と、授業後に子どもたちが作成した環境に関する
パンフレットの展示を行います。

会場には来場者参加型の意見交換パネルも設置してい
ます。
■開催期間 ２月 1 日（水）～ 2 月 28 日（火）
　　　　　  9 時～ 17 時
■場　所　洞爺湖ビジターセンター 2 階
■入館料　無料
■問合せ　環境省洞爺湖管理官事務所（☎ 73-2600）

冬のソウベツ川に行ってみよう
■日　時 2 月 12 日（日）10 時～ 12 時 30 分
※申込締切は 2 月 11 日（土）17 時まで
■場　所　洞爺財田自然体験ハウス
■対　象　小学生以上（未就学児は保護者同伴）
■定　員　10 人（申し込み順）
■参加費　1 人 300 円
■服装・持ち物　動きやすい服装、雪靴（長靴も可）飲
み物、タオル、防寒具、マスク、双眼鏡など
■問合せ　洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

時
所

ｐ 12詳

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

ｐ 13 詳

時

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

所

ｐ 12　詳

時
所

ピックアップイベント詳

第 38回とうや冬まつり
■日　時 ２月 19 日（日）10 時～ 12 時
■場　所　とうや水の駅ふれあい広場
■内　容　大滑り台、○×クイズ、お宝さがし、お菓子
まきなど
■問合せ　とうや冬まつり実施委員会（☎ 090-9524-
2191 ＜小山雄矢＞）

時
所

時
所

時
所

所

ピックアップイベント詳

時
所

時
所



発
行
日　

令
和
５
年
2
月
10
日

通　
巻　

第
203
号

広
報
と
う
や
こ

東奔西走
　　十歳のつどいを取材しました。二十歳を迎えられた皆さ
　　ん、誠におめでとうございます。これからは社会の一員
としての誇りを持ち、何事も七転び八起きで頑張ってほしい
と思います。（Ｍ . О）
　　材のため公用車に向かっていたら雪で滑って大転倒。け
　　がもカメラの故障もありませんでしたが、大事に至ってい
たらと肝を冷やしました。大寒波の到来など今冬は冷え込みが
厳しいので、皆さんも足元にはお気をつけください。（Ｄ . Ｙ）

取
月浦自然森林公園で行われた冬の散策会月浦自然森林公園で行われた冬の散策会

vol.13 洞爺湖町月浦運動公園

たいむとらべるとうやこ

～洞爺湖町の歴史を振り返ります～

　
　
０
１
７
年
４
月
１
日
、
月
浦

　
　
地
区
の
一
角
に
町
で
初
め
て

の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
町
と
協
定
を
結
ん
だ
株
式
会
社

コ
ン
サ
ド
ー
レ
の
監
修
の
下
、
お

よ
そ
９
３
０
０
平
方
m
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
夜
間
照
明
も
備
え
た
本
格

的
な
ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
て
完
成
し

ま
し
た
。　

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
竣
工
式
で

は
、
管
理
・
運
営
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
洞
爺
に
ぎ
わ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
福
井
政
吉
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
。「
洞
爺
湖
町
に
新
た
な
に
ぎ

わ
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
願
い
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、
株
式
会

社
コ
ン
サ
ド
ー
レ
主
催
で
Ｕ
―
12

（
12
歳
以
下
）
の
サ
ッ
カ
ー
大
会

が
開
催
。
12
チ
ー
ム
約
１
５
０
人

の
選
手
が
出
場
し
、
真
新
し
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
り
ま
し
た
。

　
ポ
ロ
モ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
そ
の

後
も
利
用
が
広
ま
り
、
サ
ッ
カ
ー

の
シ
ー
ズ
ン
中
は
試
合
や
練
習
が

連
日
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
の
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
今

年
も
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
選
手
た

ち
の
姿
が
見
ら
れ
そ
う
で
す
。

２

洞爺湖町月浦運動公園
ポロモイスタジアム

　旧月浦小学校跡地を活用
し、株式会社コンサドーレが
監修。グラウンドは人工芝１
面で約 9,300㎡。所在地は月
浦 44番地 42。

ワンショット今月の

サッカー大会でにぎわうポロモイスタジアムサッカー大会でにぎわうポロモイスタジアム

ポロモイスタジアムがオープン

二

■
編

集
・

発
行

／
洞

爺
湖

町
総

務
部

企
画

防
災

課
  企

画
・

広
報

グ
ル

ー
プ

　
〒

049-5692
洞

爺
湖

町
栄

町
58

番
地

☎
 0142-74-3004  FAX0142-74-2121 ホームページアドレス

http://w
w

w
.tow

n.toyako.hokkaido.jp/  ■
印

刷
  ト

ー
ヤ

印
刷


